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※  ACPのレベルの適用は、原則として全学単位ですが、学内における感染状況に応じてキャンパスごとにレベルを判断することがあります。
※ この計画は、今後の状況に応じて随時見直しを行うことがあります。

新型コロナウイルス感染症に対する動物実験継続計画（ACP: Animal Experiment Continuity Plan）


